


「陸上競技短距離走指導者のためのトップコーチプログラム」事業
～文部科学省 「競技者・指導者等のスポーツキャリア形成支援事業におけるスポーツキャリア大学院プログラム」～

ＪＯＣ

ナショナルコーチ

アカデミー

福島大学

人間発達文化

研究科福島大学

2008北京五輪
代表選手（５名）
・女子走り幅跳び
・女子1600メートルリレー
現在も、女子400メートル
日本新記録保持者等在籍 陸上競技短距離走指導者としての

最先端のコーチング手法を教育

・日本の陸上短距離トップアスリートへ対する

開講科目に
ついて連携

現役を引退したトップレベル
の競技者等

科目等履修生として受入れ

研究科

福島大学

共生システム

理工学研究科

福島大学

陸上競技部

平成２２年度～２５年度

「先端バイオメカトロニクス技術を用いたトップ
アスリート養成システム開発研究事業」（国立
大学法人運営費交付金特別経費）実施

「先端バイオメカトロニクス技術を用いたトップアスリート養成システム開発研究事
業」（国立大学法人運営費交付金特別経費）の概要

身体動作ならびにスポーツ生理に関わる新しい計測法を開発し，コーチ陣の指導
ノウハウを科学的に解明して選手の競技力の飛躍的向上を図るとともに新しい指
導法を確立する。

研究成果
を教育へ
反映

• 人間発達文化学類教授

• 主な専門分野 「陸上競技、トレー
ニング構成論」

• 主な担当科目「スポーツトレーニン
グ特論」「トレーニング実践特論演
習」

•日本陸上競技連盟女子短距離テ
クニカルスタッフほか

川本和久川本和久

実践演習

担当者と主な授業メニュー

実践的演習

・競技者のＤＮＡ分析からの個々の競技に応じ
たトレーニング法
・科学的視点からのコーチング法について
・メンタルトレーニング第一人者による指導 等


